
 

 

     

  

 
子供たちが自分らしく生きていくためには 

 

主任教諭  瀧嶋 法子 
 

先日は、道徳授業地区公開講座にご来校いただき、ありがとうございました。昨年に引き続き、３時間目に
は意見交換会を設けさせていただきました。道徳の授業だけでなく、こちらにも出席いただけたこと、嬉しく
思います。 

 パネラーの方だけでなく、参加いただいた方からも発言をいただきました。心に残った内容を、いくつか紹
介させていただきます。 

  ○子供の可能性は無限。子供が本気で思っていることに対して、親がどれだけ覚悟をもって応援できるか
が鍵ではないか。 

  ○子供が失敗したとき、その失敗を親がどのように捉え、どう接するかが大切だと思う。 

  ○子供の話をよく聞くことが大切。子供の行動の後ろには、理由がある。親以外にも、心の内を話せる人、
話せる場所を作っておくことも必要。 

  ○自分自身が夢に向かって生きているとき、失敗して悩むことも含め自分らしく生きているときだと思
う。子供自身が負荷を感じていないときに守ったとしても、それは子供にとって意味がないのではない
かと思う。 

 
さて、道徳には、個性をもって自分らしく生きることに関わる「個性の伸長」という内容があります。教材 

を通して、自分の特徴を見つめたり、良さを伸ばしていくことについて考えたりします。 

「自分は面倒くさがり」と自覚している子が、やるべきことをまず１番に済ませています。子供のもつ特徴
は、良い方向へ伸ばしていけば長所となり、それを頑張り続けることで別の長所が生まれてくることがありま
す。反対に、「面倒くさがり」のままで改善を図らなければ、短所となることもあります。 

道徳の授業を通して自分を振り返り、これからの自分について考えさせることはもちろん、学校生活の中で
も社会生活に必要なスキルを身に付け、良さを伸ばしていけるように、認め励ましていきたいと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜周年に向けて＞ 
                         周年委員長 志村 容子 

 今月の９日（土）に、７０周年記念式典の日を迎えます。昨年４月に周年の組織が立ち上がってから約１
年半、地域と学校とで連携しながら準備を進めてきました。この周年行事を、子供たちの「学校愛」「地域愛」
を育む大きな機会と捉え、今までご紹介した通り、様々な取組を行ってきました。９月からは、「ようこそ先
輩」（放送委員会主催）と題した給食時の放送が始まっています。卒業生有志の皆様にご協力いただき、子供
たちの質問にお答えいただいたものを、一つずつ紹介しています。今と昔で大きく変わったこともあれば、
どんなに年月が経っても不変のものもあるのだと分かり感慨深いものがあります。その一つが「学校の主役
は子供たちである」ということです。周年プロジェクトも、常に６年生の子供たちを中心に、全校へその波
を広げてきました。そこに子供たち全員の願いが集結し、「お神輿」「カラフル提灯」「紅葉の装飾」として形
となり、校内（玄関、体育館前廊下）を彩っていきます。７日には全校児童が参加する記念集会（計画・集
会委員会主催）もあります。一気に周年色に染まる校内で、１０年に１度だからこその、高揚した瞬間を子
供たちに味わわせたいと思っています。 
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＜大塚の窓＞ 
                                 音楽専科  五井野 護 
 ９月２７日・２８日に音楽会が行われました。学芸的行事としては、例年よりも早い９月の開催となり、
合奏の楽器決めやパート練習などを１学期から開始しましたが、保護者の方々のご理解やご協力のおかげで
本番の日を迎えることができました。子供たちは、限られた時間の中で、それぞれの目標に向かって、互い
に教え合ったり励まし合ったりしながら、練習を積み重ね、学年全員が心を一つにする機会となりました。
２７日（金）児童鑑賞日では、他の学年の演奏を聴き、全力で取り組む姿に刺激を受けている様子も見られ
ました。 
 ２８日（土）保護者鑑賞日の参観アンケートでは、ご感想やコメント、また子供たちへのメッセージを多
くいただき、ありがとうございました。「いつも皆さんの発表に感動をもらっています」「演奏する時間を大
切にしたいという気持ちが伝わってきた」「聴いているこちらまで楽しくなった」など、いただいた言葉を児
童や教職員で共有し、今後の励みといたします。これからも、子供たちが音楽と出会う喜びを共に分かち合
いながら、心の豊さを育てることを大切に指導していきます。 
 
 


